
医学物理士海外派遣研修生募集の案内 

 

一般財団法人 日本医学物理士認定機構 

代表理事 山田章吾 

 

 医学物理士認定機構（以下機構）では、財団法人医用原子力技術研究振興財団（以下医

用財団）の支援により、医学物理士の資質向上を目的として，海外の先進的な放射線診療

施設に医学物理士として短期間の臨床研修を希望する者に対して、下記の要領でその経費

の一部を補助します。 

 

記 

 

１．募集人員 3 名以内 

２．応募資格 医学物理士の資格を有する満 45 歳以下（申込締切の時点）の者 

３．応募方法 以下の書類を当機構事務局（下記）に提出する。 

 １）医学物理士海外派遣研修申請書（様式をダウンロードしてください） 

 ２）医学物理士認定証のコピー 

 ３）海外研修に対する抱負（A4 2 枚程度） 

 ４）希望研修先が当機構の指定する施設以外の場合は、当該施設の受入を証明する書類 

４．応募締切 平成 23 年 10 月 15 日（土）（消印有効） 

５．援助額 医用財団の規定による往復の費用および滞在費(１名当たり３０万円を上限) 

６．審査 

 １）理事会の委嘱した選考委員会により候補者内定者を選考する。 

      （内定者には事務局より 12 月中に通知する予定） 

 ２）医用財団理事会において候補内定者より海外研修生を決定する。 

 ３）海外研修生と決定された者には事務局から通知する。 

   （通知は平成 24 年 3 月中に行う予定） 

７．研修施設 

 １）当機構が指定する施設 

  ① Memorial Sloan Kettering Cancer Center 

    ② University of Wisconsin 

    ③ M.D. Anderson Hospital 



 ２）研修生が希望し当機構が適当と認めた施設 

 ただし、１）２）いずれにおいても予め先方より受入について本人が許諾を得ること。 

８．研修期間 海外研修は平成 24 年度中に行うこと。 

       期間はおおむね２週間とする。 

９．研修報告 研修者は帰国後、当機構事務局に研修報告書（1000 字程度）を提出するこ

と。 

１０．付記 この医学物理士海外研修生派遣事業は「財団法人医用原子力技術研究振興財

団」の支援のもとに「医学物理士認定機構」が行うものである。 

１１．事務局連絡先 〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-9  

                  （株）国際文献印刷社内 

                 医学物理士認定機構事務局 

                 e-mail：office＠jbmp.org 


